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 よりよい人間関係を築こう 

                   副校長 松島 智子  

 新学期が始まりひと月が経ち、新しいクラスで新たな友人との生活はいかがでしょう

か。最初こそ緊張していたでしょうが、授業や部活動また様々な行事を通して、一日一

日とその距離は近くなってきていることと思います。一緒にいて楽しい、話しやすい、

そばにいると安心するなど、自分にとってよい存在に感じられるうちはよいのですが、

だんだんとお互いのことがわかってくると、当然ですが悪いところもみえてきてしまい

ます。でもそれは、相手も同じこと。自分ではそうは思っていないけれど、もしかする

と相手にいやな思いをさせているかもしれませんね。しかし、人は一人では生きていく

ことはできません。いろいろな人がいて、共に支えあって生きているのです。家族もそ

うですし、友達だってそうです。考え方は、人それぞれ違うのは当たり前。どれが正し

いかはわかりませんが、とりあえず意見を出し合ってみて、その場に一番ふさわしい方

法を、その時々で決めてはいませんか。 

 また、人と合わせることばかり考えているとそれはそれで苦痛になってきます。そん

な時は少し距離をおいてみることも必要です。意外とこの距離間というのが、重要です

がなかなか難しいところです。あとは「親しき仲にも礼儀あり」ということで、いくら

仲が良いからといって何でも言っていいということではありません。却って、親しい関 

柄だからこそ、つらい思いをさせてしまうこともあります。 

そこで、よりよい関係を作るため、次のことに気を付けて 

みましょう。まず、 

① 自分が言われていやだと思う言葉は言わない  

② 大事なことは、必ず相手の顔を見て自分の言葉で伝え

る（メールや LINE では相手に本心が伝わりません）  

③ 一方的に自分の話をしない。相手の気持ちに寄り添う 

 ようなスタンスで話すこと 

④ お礼や謝りなどの一言が実は大事（「ありがとう」「ごめんなさい」「すみません」

の言葉はコミュニケーションを作るうえで特に重要です） 

 これからもたくさんの行事があります。いろいろな場面で、初めて出会う人もいるで

しょう。たくさんの人とよりよい人間関係を築くためにも、人との付き合い方について、 

ここでもう一度振り返ってみましょう。よい友達をたくさん作ってくださいね。 
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 各学年の主任および担任の先生方から、高松中生に期待すること、伸ばしてほしいこと等を書いていただ

きました。毎日の授業や行事などに積極的に取り組み、この１年が有意義な年になるように一人ひとり、気

持ちを引き締めていきましょう。 

 

 

○○先生（学年主任）   １年生は、11日の中間考査、６月の運動会、移動教室に向けて大忙しの毎 

            日です。中学校生活に早く慣れようと必死に頑張っています。１学年教員も 

しっかりサポートし、細かく丁寧に指導していきます。体調管理も含めご家 

庭でもご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

○○先生（１組担任）   学校だからできること、学べることをたくさん経験し、一人ひとりが主人公 

になれる場面を多く作ってあげたいと思っています。行事に熱い学年、歌 

える学年を目指したいです。 

○○先生（２組担任）   互いの違いを認め合い、みんなが居心地良く 

生活できるような環境作りを目指していきた 

いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

○○○先生（３組担任）  良いものを良いと感じ、認められるクラスにし 

ていきたいと思っています。３月にこのクラス 

でよかったと思えるように3組全員で頑張って 

いきます。                     【入学式の様子】 

 

 

○○先生（学年主任）   学習、委員会、部活動、行事など全てに前向きに取り組み、やりがいや楽し 

み、達成感、充実感を得て成長できる学年集団であってほしいです。一人ひ 

とりが異なった場面でリーダーを経験し、自分を成長させていってください。 

○○先生（１組担任）   笑いあり、涙あり。感動の一年にするのは、あなた次第です。 

○○○先生（２組担任）  ２年生は今年度から後輩ができたので、持ち前の優しさを後輩に発揮しつつ 

学校生活をきちんと過ごす姿を常にみせていってほしいと思います。中学生 

として当たり前のことを当たり前にできるよう 

に手助けしていきたいと思います。 

○○先生（３組担任）    互いの個性を認め合える学年、学校に来ること 

が楽しく思える学年にしたいです。学習面では 

基礎の定着が不十分なことがあるので、その日 

に習ったことはその日のうちに理解しておくよ 

う努力してほしいですね。             【2年生から1年生へ 

メッセージを送りました】 

 

○○先生（学年主任）   最高学年として「周りから信頼される学年、周りに感謝のできる学年」を目 

指します。様々な場面で人の役に立つことを実行し、感謝される喜びを味わ 

いながら、育ててくれる多くの方に感謝できる生徒の育成を行います。 

○○先生（１組担任）   何事も前向きに努力できる学年にしていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○○先生（２組担任）   １ 社会に出ても恥ずかしくない生活態度 

２ 自分の将来を見据えた進路 

３ 他者を思いやる集団生活    以上の３点に力を入れたいです。 

○○先生（３組担任）   いよいよ３年生。学校の顔としてさらに成長した姿をみせてほしいと思いま 

す。頑張っていること全てが後輩のお手本となり、最後に自分の成長になっ 

てかえってきます。全力でこの一年を過ごして悔いなく卒業式を迎えてほし 

いです。 


